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アメロジェニンと細胞接着・細胞伸展能
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細胞接着は，細胞遊走や組織の発生そしてシグナル伝
達などの生理的現象をコントロールする重要な機能であ
る．細胞接着に関係する分子ファミリー全般を細胞接着
分子（CAM）といい，細胞外マトリックスとの接着を
基質接着分子（SAM），そして，ギャップジャンクショ
ンによる接着分子（CJM）がある．その他にセレクチ
ン，タイトジャンクション，デスモゾームなどが存在
し，それぞれ分類されている．
1976年にYamada KMがフィブロネクチンをコートし
た培養皿では，細胞の強固な接着および伸展という細胞
接着活性を発見し，1985年にフィブロネクチンのレセプ
ターとしてインテグリンが発見された．現在では細胞接
着に関連する研究でフィブロネクチンなど細胞外マトリ
ックスが多用されている．
アメロジェニンはエナメルマトリックスの主成分であ

り，主な作用はエナメル質の形成と考えられている．近
年，歯周治療に用いられるエムドゲインはブタの歯胚か
ら抽出・精製され，その成分の90％がアメロジェニンと
いわれており，細胞の増殖や分化のシグナル分子として
の作用を有することが報告されている．Hoangらは，ア
メロジェニンとエムドゲインに同等の細胞接着と細胞伸
展の機能があることを明らかにした1）．彼らは，精製し
たリコンビナントアメロジェニン，エムドゲイン，そし
てcontrolとして0．1％BSAをそれぞれコートした培養皿
でMG63（ヒト骨芽細胞株）を培養したところ，アメロ
ジェニンとエムドゲインをコートした群では細胞接着能
が高く，またcontrolと比較して細胞がよく伸展するのが
観察された．
多くの細胞外マトリックスは，細胞表面のインテグリ

ンをレセプターとして利用する．しかし，アメロジェニ
ンにはRGD配列やインテグリンと接着するようなシー
クエンスは含まれてないため，RGD配列を介さないメ
カニズムで細胞接着能を促進させていることになる2）．
Hoangらは，アメロジェニンには細胞接着分子SAMsが
あり，これらが細胞接着に関与すると考察している．ア
メロジェニンはハイドロキシアパタイト結晶面と結合す

るが，そのためにはC末端側が重要であると谷本らは報
告している．C末端側ドメインのアスパラギン酸とグル
タミン酸の連続した酸性アミノ酸がカルシウムイオンと
結合しやすいため，結晶面と結合すると考えられる3）．
また，Hoangらはアメロジェニンと比較してエムドゲイ
ン接着の活性が高かったことから，ブタから精製された
アメロジェニンの分解産物により高い接着活性があると
考えているが詳細はいまのところ不明である．今後アメ
ロジェニンやエムドゲインの細胞接着力を含む生理的な
機能の解明が期待される．
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